
　　　　監督員と協議するものとする。

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

・　自動閉鎖設備

・　自動火災報知設備

・　発電設備

・　防犯、入退室管理設備

・　構内情報通信網設備

・　駐車場管制設備

・　構内交換設備

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

・　ガス漏れ火災警報設備

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

・　拡声設備（非常放送設備）

・　誘導支援、呼出し設備

１.６　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　　１　専任期間の始期

　　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

　　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　２　専任期間の終期

　　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　３　専任期間の中断

　　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

　　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

１.８　工事概要

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）
　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

電気設備工事特記仕様書
１　工事概要

１.３　工　　期　

１.２　工事場所

１.１　工 事 名

１.９　同時期発注の関連工事　　・　建築工事　　　・　機械設備工事

 　　　現場施工期間

・　電力貯蔵設備

・　医療関係設備

１.５　指定部分　　　・ 無　　・有（　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

　　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・令和　　年　　月　　日までの期間）については、

　　項　　　　　目　　

　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

準仕様書（機械設備工事編）による。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　　で行うものとする。

高圧ケーブル端末部はシースずれ防止対策を施す。

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

　　　　　　　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

電灯用　　　　　kVA×　　台　

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

（６）位置ボックスの省略

（５）継枠

（４）分電盤

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

　　項　　　　　目　　

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　プレートを使用することができる。
　　ただし、県営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

（２）照明器具

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

　トは複式を使用してもよい。

１　電灯設備 （１）配線器具

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
２,０００

１,８００

〃

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

〃

１,０００

一　　般

１,２００

２,０００

台上～中心

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

〃

〃

（一般）

２,０００

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

   １５０

   ２００（和室）
   ３００

   １５０

〃 (上端1,900以下)1,500

１,１００

１,３００

〃

床上～中心

   ５００床上～中心

   ４００

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

   ９００

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

   ５００

〃

測　　点名　　　　　　　　称

   ５００

   ９００

県営住宅

〃

３　その他
３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

　　　　図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ１版とした縮尺とする。

(上端1,900以下)1,500

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。

　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む
機材等は使用しないこと。
　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品
目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項
を満たすこと。

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

２　施工条件

１　機材等

・（概要）

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

柱上用高圧気中

変圧器設備容量

負荷開閉器(PAS)

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　網設備

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　（概要）

昇降機：

建築：打ち合わせ担当者

官公庁等打ち合わせ相手

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：
消防本部 ：

施設管理者 ：
電力会社 ：

　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

　要としない。

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　は学校環境衛生基準により実施すること。

　前と改修後の照度測定をJIS C 7612「照度測定方法」により、学校において

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

（３）照度測定

４　受変電設備 高 圧 引 込

受雷部突針はＬＲ１とする。３　雷保護設備

２　動力設備

１０　昇降機設備

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

８　構内交換設備

９　自動火災報知設備、

主 遮 断 装 置

受 電 電 圧

７　発電設備

６　電力貯蔵設備

５　構内情報通信

　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日　まで

　　　　　　　　　　　現場施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものである。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しなけれ

　ばならないものとする。

３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃棄物

　収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　る産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において定め

　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結した

　委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

　更の対象としないものとする。

３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協議す

　るものとする。

　態に維持できるよう必要な事項を定める。なお、この特記仕様書に記載されていない事項は、「昇降

第１条　この特記仕様書は、昇降機設備工事（新設、増設又は更新）において、昇降機を常時適法な状

第２条　この特記仕様書における用語の定義は、次の各号による。

２　昇降機とは、本工事で施工した昇降機設備をいう。
３　発注者とは、本工事の発注者をいう。

４　受注者とは、本工事の受注者をいう。

５　製造者とは、昇降機の製造者をいう。

６　管理者とは、昇降機の引渡しを受け、施設管理を行う者をいう。

７　保守点検受注者とは、管理者からの委託により、保守・点検業務を受注した者をいう。

２　製造者は、製造した昇降機の部品等を、昇降機の引渡しから起算して耐用年数を勘案して適切な期

　間供給すること。

３　製造者は、適切な維持管理を行うことができるよう、管理者に対して維持管理に必要な情報又は機

第３条　製造者または受注者は、次の各号に掲げる責任を果たすよう努めなければならない。

昇降機の適切な維持管理に係る特記仕様書

４　製造者は、保守点検受注者からの依頼に対し協力すること。

５　受注者は、製造者に対し、前各号の規定を遵守するよう要請すること。

　材を提供又は公開するともに、問い合わせ等に対応する体制を整備すること。

第４条　この特記仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。

　機の適切な維持管理に関する指針」（平成28年２月19日付け国土交通省住宅局建築指導課）による。

・　昇降機設備

・　構内配電線路

・　電熱設備

・　動力設備

・　電灯設備

さいたま市南区大谷場一丁目８番４２号

　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　・使用を要しない

２５　墜落制止用器具

　　（フルハーネス型）

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

　　学校では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と

　　打合せして設定すること。

　　事説明を実施すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、

　　周知する。

（９）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として

（10）工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工

　　全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石綿障害予防規則の事

　前調査を実施し、アスベスト使用有無に関わらず、結果を知事又は市長あて

　に報告する。

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

　　提出し、承諾後施工する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

　　行うこと。

　　に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

　　者の負担とする。

（７）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（８）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

　　し、監督員の承諾を受ける。

２７　その他

　　　調査結果の報告

２６　アスベスト事前

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

１１　発生材処理

　完成図書の電子納品ガイドライン　　※　適用する　　・適用しない

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

１０　完成図書の

　　　電子納品

出力、数量等）を記載すること。

する。
　県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ１二つ折り１部及びＡ３二つ折り３部と

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

２４　改修部分の足場

２３　はつり及びあと

　　　施工アンカー打設 　前に、図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設

　　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督

　員の承諾を受けるものとする。

　　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

　アンカーボルトを選定すること。

２２　あと施工アンカー

　　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又

　は十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　を添付すること。

　　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録

　ル挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

　　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセ

　　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

　　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

　ること。

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

　重要機器

　　・配電盤　・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

機器種別

水　槽　類

防振支持の機器

（※１）

1.5          1.0

水　槽　類

防振支持の機器

1.5          1.0

1.5          1.5

（※１） 2.0          1.5

水　槽　類

防振支持の機器

中間階

1.5          1.0

　設置場所

地下・１階

機　　　　　器

上層階

1.0          0.6

屋上及び塔屋

機　　　　　器

1.5          1.0

（※１）

0.6          0.4

2.0          1.5

2.0          1.5

1.0          0.6

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

特定の施設 一般の施設

機　　　　　器

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　・交換機　・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

２１　耐震施工

2.0          2.0

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

得た上で、　・使用できる。　　※使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

　　　アスコン

２０　再生砂・再生

　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。１９　残土処分

１８　接地工事

用していない場合の接地線は、混触防止のため、緑色、緑／黄又は緑／色帯で

区別する。

　漏電遮断器で保護されている電路と保護されていない電路のＤ種接地極が共

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施１７　電線管の接続

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

１６　電線の接続

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ１５　回路の種別

　ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。　　　行先の表示

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

１４　地中電線路

（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では

　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

　　路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

　　引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　　による。
　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

 　　 良質土　　　 

　　 敷き均し土　　 

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。１３　鍵

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

１２　金属電線管の

　　　塗装

　ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。
また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　　　うこと。

　　　十分配慮すること。

　　　(能力・調教試験の日は、午前9時から午後6時とする。)

　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

３　工事用電力・水

６　監督員事務所

７　保　　険

　　法の適用

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

　※　適用する（契約金額による）　・　適用しない

９　建設リサイクル

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

８　再使用機材

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写し等を監督員に提出する。

　すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

る。

５　足場・さんばし類

４　工事用仮設物

　開催運営中による施工制限

　（１）受注者は、施工にあたって開催運営に支障の無いよう綿密に打合せを行

　（２）特に騒音振動粉塵等発生するおそれのある工事については、近隣住民に

　（３）別契約の関連工事と十分に連携を図り工事を進めること。

　（５）工事時間は原則午前8時から午後6時までとする。

　（６）工事を行わない日の来場者への安全対策を徹底すること。

　（４）原則として、本場開催中は工事を中止すること。

１.７　建物概要
・北門警備棟：鉄骨造　１階建て　延べ面積８４．０㎡　

契　　　　約　　　　日　から　令和　５年　３月３１日　まで

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

電気設備特記仕様書
E - 01A1 NS

A3 NS

・新築する警備室棟の電気設備工事

・北門警備棟に火報受信機及び非常放送アンプを設置し、敷地内の建物全ての集中管理を行うための電気工事

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



稲荷

３号スタンド

２号スタンド

車庫

馬主会館

１号スタンド

馬頭観音

電話
BOX

検体採取所棟

発走員詰所

競馬組合事務所

M

M

E

M

E

M

M

掃除口

E

北門

Ｅ

U R A W A

K E I B A
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

T.7

Ｅ

Ｅ

T.7

※1

※2

※3

※3

※2

Ａ
Ｍ
Ｐ

ｺｱ抜き50φ
※外壁

以降E03図参照

以降E03図参照

既設分電盤より電源取り出し
開閉器盤（MCCB3P100/75×1）新設

以降E16、20図参照

以降E19図参照以降E14、17図参照

非常放送ｱﾝﾌﾟを撤去しﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
（200ﾛ×100樹脂製）を新設。
既設配線と新設配線をﾎﾞｯｸｽ内で接続

※4
※5

※7※6

特記事項・凡例

・地中埋設配管範囲の土工事は本工事とする。

・埋設仕様

　埋設深さ　－　土被り600mm以上

　埋設シート（ダブル）

・アスファルト既存撤去復旧工事は本工事とし範囲は図中に示す。

　埋設配管は難燃性とする

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ　既設

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱　既設

※1

地中（既設配管）EM-OP-OS1(4C)情報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※3

電灯（警備棟～分電盤） EM-CET60ﾛ 架空
（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ-22ﾛ）

EM-TKEE0.65-10P電話（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～組合事務所）

非常放送（警備棟～組合事務所） EM-HP1.2-20P×2、10P×1 架空
（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ-14ﾛ）

電灯（警備棟～分電盤） EM-CET60ﾛ 架空
（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ-22ﾛ）

EM-TKEE0.65-10P電話（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ） 架空

EM-TKEE0.65-10P電話（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ） 地中（既設配管）

EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～組合事務所）

非常放送（警備棟～組合事務所） 架空
（ﾒｯｾﾝｼﾞｬ-14ﾛ）

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～組合事務所）

非常放送（警備棟～組合事務所） EM-HP1.2-20P×2、10P×1 天井ころがし

天井ころがし

地中（既設配管）

地中（既設配管）

地中（既設配管）

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×1、5P×1

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×1、5P×1

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×2、5P×1

地中（既設配管）

地中（既設配管）

地中（既設配管）

自火報（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

非常放送（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

EM-HP1.2-15P×1

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

自火報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

自火報（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

非常放送（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

非常放送（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-S-7C-FB

EM-OP-OS1(4C)

テレビ共聴（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

光ｹｰﾌﾞﾙ（別途工事）

地中（既設配管）EM-OP-OS1(4C)情報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※2

地中（既設配管）EM-S-7C-FBテレビ共聴（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

ITV・JVC（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）

地中（既設配管）非常放送（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-15P×1

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

非常放送（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×1、5P×1

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×1、5P×1自火報（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

自火報（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-OP-OS1(4C)ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-HP1.2-20P×2、10P×1非常放送（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）光ｹｰﾌﾞﾙ（別途工事）ITV・JVC（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-OP-OS1(4C)ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（1号ｽﾀﾝﾄﾞ～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-HP1.2-15P×1非常放送（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-HP1.2-10P×1、5P×1自火報（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）EM-OP-OS1(4C)ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※4

地中（既設配管）非常放送（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ） EM-HP1.2-20P×2、10P×1

地中（既設配管）自火報（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

地中（既設配管）ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（1号ｽﾀﾝﾄﾞ～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※5

地中（既設配管）ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（1号ｽﾀﾝﾄﾞ～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※6

地中（既設配管）非常放送（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ） EM-HP1.2-20P×2、10P×1

地中（既設配管）自火報（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

※7

以降E14、17図参照

※8

※8

※9

※10

※11

※11

※12

※8

※9

※10

※11

※12

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：500

A3 1：1000
構内配電・通信線路図
（全体）

E - 02
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

EM-HP1.2-10P×1、5P×1

EM-OP-OS1(4C)

EM-HP1.2-10P×1、5P×1

EM-OP-OS1(4C)



部 分 配 置 図　 scale 1：200

Ｎ

〔 市道 Ⅰ-96号線 〕
道 路

道路幅員 4.5ｍ
建築基準法４２条１項道路

道 路

建築基準法４２条１項道路
〔 市道 Ⅰ-91号線 〕

道路幅員 8.3ｍ

庇　※将来設置予定

庇

民家

民家

発走員詰所

守衛室

馬頭観音

自動車車庫

照明柱

電柱

電柱

電柱

駐車場

駐車場

植込

計 画 建 物
（ 北門警備棟 ）

※1

※2※3

※4

ED

E5.5ﾛ E5.5ﾛ

ED
（ELB）

※1

電灯（警備棟～分電盤） EM-CET60ﾛ

EM-TKEE0.65-10P電話（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～組合事務所）

非常放送（警備棟～組合事務所） EM-HP1.2-20P×2、10P×1

地中（FEP65）

※2

電灯（警備棟～分電盤） 地中（FEP65）EM-CET60ﾛ　E5.5ﾛ×2

EM-OP-OS1(4C)情報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

非常放送（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

EM-HP1.2-15P×1

EM-HP1.2-20P×2、10P×1

非常放送（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

非常放送（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-S-7C-FB

EM-OP-OS1(4C)

テレビ共聴（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

ITV・JVC（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ） 光ｹｰﾌﾞﾙ（別途工事）

ITV・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-TKEE0.65-10P電話（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-10P×1、5P×1

EM-HP1.2-10P×1、5P×1

EM-HP1.2-10P×2、5P×1

自火報（警備棟～2号ｽﾀﾝﾄﾞ）

自火報（警備棟～3号ｽﾀﾝﾄﾞ）

自火報（警備棟～1号ｽﾀﾝﾄﾞ）

EM-HP1.2-10P×2、5P×1自火報（警備棟～組合事務所）

非常放送（警備棟～組合事務所） EM-HP1.2-20P×2、10P×1

※3

L-1

L-2

地中（FEP80）

架空配線より立ち下げ配管は下記とする。
異種管接続により地中埋設管と接続すること。
強電　露出（G70）
弱電　露出（G70）

地中（FEP80）

地中（FEP80）

地中（FEP80）

地中（FEP30）

地中（FEP40）

地中（FEP40）

※4

電灯（L-1～L-2） EM-CE8.0-3Cﾛ　E5.5ﾛ×2
天井ころがし
（立ち下げPF28）

地中（FEP80）

地中（FEP80）

予備

予備 空配管

空配管

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ
※ｺｱ抜き50φ×3、
　100φ×8

総合盤

ﾊｯﾁ部分はｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
撤去復旧範囲

避雷器盤

Y1

Y5

Y1

Y5

5
,
5
00

5
,
5
00

3
,
1
00

2
,
19

0

X1 X9

16,000

7,200
D
1,

D
2
,D

3
,D

4
：

7
,
5
80

9,150

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

構内配電・通信設備図
（警備棟周辺）

A1 1：200

A3 1：400
E - 03

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



盤　　　　　　　　仕　　　　　　　　様

ａ）材　質 ｂ）形　状 ｃ）構造１ ｄ）構造２ ｅ）塗　装

記号 仕様 記号 仕様 記号 仕様 記号 仕様 記号 仕様

A1 スチール B1 自立露出 C1 標準 D1 折曲 E1 焼付(標準色)

A2 ステンレス B2 自立埋込 C2 防雨 D2 ビス止め E2 焼付(指定色)

A3 樹脂 B3 壁掛露出 C3 防湿 D3 外扉付･中蓋付 E3 耐塩

B4 壁掛埋込 C4 耐熱(一種) D4 外扉付･中蓋無 E4 粉体

C5 耐熱(二種) D5 外扉無･中蓋付

回
　
路
　
番
　
号

AC100V回路

一次分岐回路

遮
　
断
　
器
　
記
　
号

M1 MCB 2P1E 50/20A

AC200V回路

M2 MCB 2P2E 50/20A

AC100V回路
１～：照明回路

M3 MCB 3P3E 50/30A

AC200V回路 M4

AC100V回路
１～：コンセント

M5

AC200V回路

E1 ELB 2P1E 50/20A

E2 ELB 2P2E 50/20A

E3 ELB 2P2E 50/30A

E4

E5

CPU 伝送ユニット AMP 増幅器

Tr ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ 100/24V T/U1 ﾘﾚｰ制御用T/U 1回路用

Ry1 ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ 1P20A 100V T/U4 ﾘﾚｰ制御用T/U 4回路用

Ry2 ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ 1P20A 200V

TM1
ﾌﾙ2線用年間ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾏｰﾕﾆｯﾄR48 ﾌﾙ2線ｴｲﾄﾌﾘｰｽｲｯﾁ48L

ｿｰﾗｰ機能付

AC1φ3W
210/105V

200V 200V

一次分岐回路 一次分岐回路

100V 100V

誘導灯回路 弱電設備回路

100V 100V

弱電設備回路 弱電設備回路

主開閉器
MCCB3P

200V 200V

照明回路 照明回路

100V 100V

照明回路 照明回路

200V 200V

ｺﾝｾﾝﾄ回路 ｺﾝｾﾝﾄ回路

100V 100V

ｺﾝｾﾝﾄ回路 ｺﾝｾﾝﾄ回路

注
　
記

1.特記なきELBの定格感度電流及び動作時間は、30mA 0.1秒型とする。

2.耐熱分電盤の仕様は、「防災設備の電源と配線に関する指針」JECA1032による。

3.誘導灯回路、非常照明回路、自動火災報知回路及び非常放送回路等の電源としての配線用遮断器は、

その旨を赤字で明記し開放防止装置を設ける。

4.盤内にﾀｲﾏｰ、ﾘﾓｺﾝTr等の制御機器の電源が必要な場合には、制御用電源を設けるものとする。

5.WHMは検定付とし、主開閉器に応じてWHMの定格電流、CTの有無を判断すること。

OL
F

MCB 3P3E 100/75A

MCB 3P3E 100/100A

MCB 3P3E 50/50A

M6

盤　　名 電気方式 回路
記号 負 荷 名 称 備 考盤 仕 様 主幹 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ その他

幹線番号 合計容量

負　荷　容　量

6.負荷名称は参考とし、監督職員と協議し決定すること。

7.端子盤は、木板25tと露出ｺﾝｾﾝﾄ2P15A(E)x2取付とする。

M7

8.主幹には､電源表示灯を取付とする｡

溶融亜鉛ﾒｯｷA4

E5 なし

液晶ﾈｰﾑﾀｯﾁｽｲｯﾁ24LR24

接点T/U 接点入力用T/U 光ｱﾄﾞﾚｽ設定式

24時間式ﾀｲﾏｰﾕﾆｯﾄ,2回路型

自動点滅器入力形
TM2

MCB 3P3E 50/40A

ELB 3P3E 50/50A

ELB 3P3E 100/75A

M2-3 MCB 3P3E 50/20A

E6

ELB 3P3E 50/40A

M4-2 MCB 2P2E 50/40A

ELB 3P3E 100/100AE7

M8 MCB 3P3E 125/125A

ELB 3P3E 125/125AE8

ELB 3P3E 50/20AE2-3

E4-2 ELB 2P2E 50/40A

AC1φ3W

200/100V

MCCB 3P

合計容量

番号

[VA] [VA] [VA]

e)E1

d)D3

c)C1

a)A1

b)B3

計 1,360 3,800

Ｌ－１

盤　　名 電気方式 回路
記号 負 荷 名 称 備 考盤 仕 様 主幹 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ その他

幹線番号 合計容量

負　荷　容　量

AC1φ3W

200/100V

MCCB 3P

合計容量

番号

[VA] [VA] [VA]

e)E1

d)D3

b)B3

計 1,360 3,800

Ｌ－２

1 E2 2760 空調機（PAC1）

1

2 E1

E1 予備

予備

E2

E2

2

3

810

空調機（PAC4）

空調機（PAC3）

810

計 4380計 4.38[KVA]

a)A2

c)C2 50/30

M3 電灯盤（L-2） 一次送り4380

100/75

EM-CET60sq EM-CE8.0sq-3C

Ａ～：強電用
ａ～：弱電用

A

a M2 100 火報受信機

M2 100

M2

b

c

非常放送アンプ

予備

M2c 予備

1

2

警備室側

従業員執務室側300

500E1

E1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

200E1 警備室

1 E2 600 IHキッチン

300

1000E1

E1

E1

E1

E1

E1

E1

E1

E1

E1

警備室

仮眠室・ホール300

500 会議室

キッチン

400 冷蔵庫

従業員執務室

従業員執務室

400

300

流し台

トイレ

1000

1000

外壁200

1000

E1 警備室

E1

E1

E1

E1

600

予備E1

E117

18

デジタルサイネージ

ルームエアコン（PAC2）

総合盤内

計 4580

予備E119

E13 100 サイン

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 NS

A3 NS盤図
E - 04

1000 トイレ

計 14.28[KVA]

900 8800

照明

外構照明 TM2

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



目隠しパネル

室外機置場出入口片開戸

手すり

上部庇（建物東面）

冷蔵庫
（別途）

ベッド

ロッカー
（別途）

（別途）

倉庫 ③

ミニキッチン
ミニキッチン

仮眠室

ホール

倉庫 ②

床点検口 床点検口 床点検口

湯沸コーナー

竪樋 竪樋竪樋
犬走り

上部庇（建物南面） ※将来設置予定

受付カウンター（外部）

受付カウンター（内部）

UP

ポーチ ①

固定棚

倉庫 ①

固定棚

固定棚

給湯室

UP

ポーチ ②

トイレ ① トイレ ②

372

4
0
0

2
80

40
0

400

400

目隠しパネル

室外機置場出入口片開戸

手すり

上部庇（建物東面）

ベッド

ロッカー
（別途）

（別途）

倉庫 ③ 従 業 員 執 務 室ホール

倉庫 ②

竪樋竪樋
犬走り

上部庇（建物南面） ※将来設置予定

UP

ポーチ ①

固定棚

固定棚

室外機置場

UP

ポーチ ②

トイレ ① トイレ ②

4
0
0

2
8
0

4
00

400

400

仮眠室

受付カウンター（内部）

警 備 室

冷蔵庫
（別途） ミニキッチン

湯沸コーナー

床点検口

倉庫 ①

床点検口

会 議 室

床点検口

ミニキッチン

給湯室

固定棚

警 備 室

会 議 室

従 業 員 執 務 室

室外機置場

平 面 図

コンセント設備

平 面 図

空調電源

受付カウンター（外部）

竪樋

2

2EET

2

2
2

2

2

EETEET

20AEET

FL600程度

FL1800
程度

FL1100
程度

2EET

2EET 2EET

2EET

2

2

22

2EET 2EET 2EET

2EET

2EETEETEET

ｶｳﾝﾀｰの
上に設置

2

1

ｴｱｺﾝ用

HEX

1

Ｒ

PAC

1

PAC

2

EET

PAC

PAC

4

3

PAC

1

PAC

PAC PAC

2

3 4

EM-CE3.5ﾛ-3C　露出（G22）

L-1

L-2

1

2EET

2

2

2

ITVﾓﾆﾀｰ用

5

67

8

910

11

12

WP

WP

3

2EET

13

4

L-1

WP

特記事項・凡例

保護管

(PF22)

・図中特記なき配線は、下記による。

天井ころがし

(PF22)天井ころがし

・立上げ・引き下げ　壁・梁貫通部は上記保護管により保護すること。

電灯盤

動力盤

2

EET

2EET

埋込ｺﾝｾﾝﾄ（2P15A×2、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ（2P15A×1、接地端子付、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ（2P15A×2、接地極付端子付、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C

(PF22)

(PF22)

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C

床・壁隠蔽

床・壁隠蔽

防水ｺﾝｾﾝﾄ（2P15A×2、接地極付端子付）

20A

WP

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中四角浅型　樹脂製

埋込ｺﾝｾﾝﾄ（250V、2P15A×1、接地極付端子付、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

142EET

15

総合盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSUS製焼き付け塗装
200ﾛ×150
※ﾎﾞｯｸｽ以降は別途工事
※塗装色は監督員と協議

Ｎ

Ｎ

X2 X6X4 X9X8X7X5X3X1

Y1

Y5

Y3

Y2

Y4

2,0003,000 4,0001,0004,0002,000

16,000

5
,
50

0

2
,
80

0

50
0

5
0
0

1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000

2,
7
00

2
,0

0
0

2
,
00

0
1,

5
00

▼外壁面
31

4
3
1
4

▲外壁面

Y1

Y2

Y4

Y5

Y3

5
,
50

0

2
,0

0
0

2
,
00

0
1,

5
00

1
,
80

0
1
,
0
00

1,
2
00

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9X5

3,000 2,000 1,000 3,000 2,000 1,000 4,000

16,000

2,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000

372

X2 X6X4 X9X8X7X5X3X1

Y1

Y5

Y3

Y2

Y4

2,0003,000 4,0001,0004,0002,000

16,000

5
,
5
00

2,
8
00

5
00

50
0

1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000

2,
7
0
0

2
,
00

0
2,

0
00

1
,5

0
0

▼外壁面

3
14

3
1
4

▲外壁面

Y1

Y2

Y4

Y5

Y3

5
,
5
00

2
,
00

0
2,

0
00

1
,5

0
0

1
,
8
00

1,
0
00

1,
2
0
0

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9X5

3,000 2,000 1,000 3,000 2,000 1,000 4,000

16,000

2,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000

372

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1： 50

A3 1：100
E - 05空調電源・コンセント設備

警備棟　平面図

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事
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7000 7000 7000 7000 7000 7000 700070007000 7000 7000

５階平面図

パントリー

便所 ホール

便所

便所 投票所

廊下

指定席

階段室

便所

階段室

施工者室施工者室 施工者室 施工者室

階段室

便所

既設電灯盤
※予備回路に電源接続

2EET 2EET 2EET 2EET

※A※A

壁面

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽA型

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

天井面

床面

※A　立ち下げ部

1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽA型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

77000

C

B

A

5
0
0
0

1
0
0
0
0

2
1
0
0
0

6
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0
0
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：150

A3 1：300
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浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

サーバー室投票センター

事務室

パントリー２

コンセント設備
３号スタンド　５階平面図



目隠しパネル

室外機置場出入口片開戸

手すり

上部庇（建物東面）
警 備 室

ロッカー
（別途）

倉庫 ③

ミニキッチン

倉庫 ②

床点検口 床点検口 床点検口

湯沸コーナー

竪樋 竪樋竪樋
犬走り

上部庇（建物南面） ※将来設置予定

受付カウンター（外部）

受付カウンター（内部）

UP

固定棚

固定棚

室外機置場

UP

ポーチ ②

372
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4
00

400

400

平 面 図

電灯設備

仮眠室

ベッド
（別途）

冷蔵庫
（別途）

固定棚

倉庫 ①

ホール

ポーチ ①

会 議 室

トイレ ②

トイレ ①

従 業 員 執 務 室

ミニ
キッチン

給湯室

サイン参考図

西側立面図（ 道路側 ）  scale 1：50

断面詳細図　 scale 1：3

一次側電源

サイン設置用下地

スペーサー

ＬＥＤチップ

サイン本体：
ＡＢＳ樹脂文字，ＬＥＤ背面発光タイプ

▼外壁面

外壁（X1通り壁 四周） パラペット上部笠木

根廻り

館銘サイン

水切金物

S

K

F

ｲｲ

ﾛﾛ

ｲ ｲ

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

警備室

A32×4

仮眠室

D28×1

ホール

C7×4

E12×1

A32×4

会議室

トイレ①

C7×3

従業員執務室

倉庫

B12×1

G5×1

H6×1

F11×1

A25×6

ポーチ①

1

2

ｲ
ﾛ

ｲﾛﾊ
24H

24H

F S

L-1

S

E12×1

給湯室

C7×1

トイレ②

F11×1

C7×2

ポーチ②

I7×1

S ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ　親器　壁取付型　参考型番ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　WTK1411WK

K ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ　子器　壁取付型　参考型番ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　WTK1911WK

F ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ　換気扇連動　壁取付型　参考型番ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　WTK12749W

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中四角浅型　樹脂製

特記事項・凡例

保護管

(PF22)

・図中特記なき配線は、下記による。

天井ころがしEM-EEF1.6-2C

(PF22)天井ころがし

天井ころがし

EM-EEF1.6-3C

(PF22)×2

(PF22)天井ころがしEM-EEF2.0-3C

・立上げ・引き下げ　壁・梁貫通部は上記保護管により保護すること。

電灯盤

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　40形　直付型

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　20形　直付型

LEDﾐﾗｰﾗｲﾄ・ｷｯﾁﾝﾗｲﾄ　直付型

EM-EEF1.6-2C×2

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

埋込ｽｲｯﾁ（1P15A×1、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

L 埋込ｽｲｯﾁ（1P15A×1、確認表示灯付、樹脂製ﾌﾟﾚｰﾄ共）

LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ灯

24H 24時間換気対応ｽｲｯﾁ（設備支給品）

A LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　直付形 B LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　直付型

11.6W B12

31.9W 

25.0W A25

A32 LSS1-4-48

LSS1-4-37

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ　100形

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００
反射板（下部）：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
器具光束：９９０ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

C

7.0W C7

LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

参考型番　LGC21104参考型番　XND1037WNLE9 27.6W 

リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱
カバー：アクリル（乳白つや消し）
ソフトターン方式、カチットＦ、竿縁天井取付アダプタ対応
器具光束３６９９ｌｍ、消費電力２７．６Ｗ、電圧１００Ｖ
昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

D

D28

LEDｷｯﾁﾝﾗｲﾄ

参考型番　LGB85037LE1 12.0W 

E

E12

Ｗ＝５８０　Ｈ＝６５　出しろ６４
カバー：プラスチック（乳白）
スイッチ付、拡散タイプ、両面化粧タイプ
天井直付型・壁直付型
器具光束１１００ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

LEDﾐﾗｰﾗｲﾄF

参考型番　LGB85000KLE1 11.2W 参考型番　LRD1101LLB1 5.6W F11

H

H6

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ　軒下用LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ　軒下用　ｾﾝｻｰ付

参考型番　LRDC1144LLE1

G

G5 4.7W 

Ｗ＝５４０　Ｈ＝３８　出しろ７６
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ、ツマミネジ方式
拡散タイプ、美ルック、電源ユニット内蔵
器具光束１４２０ｌｍ、消費電力１１．２Ｗ、電圧１００Ｖ
昼白色（５０００Ｋ）、高演色Ｒａ９３

埋込穴φ１００
枠：アルミ（ブラックつや消し）
位相制御式（２線式）
拡散タイプ、高気密ＳＢ形、防湿型・防雨型
器具光束３３５ｌｍ、消費電力５．６Ｗ、電圧１００Ｖ
電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

埋込穴φ１００
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
枠：アルミダイカスト（ブラックつや消し）
防雨型、高気密ＳＢ形、点灯照度調整機能付
電源ユニット内蔵、拡散タイプ、ＰａＰＩＲｓ・明るさセンサ付
器具光束３１０ｌｍ、消費電力４．７Ｗ、電圧１００Ｖ
電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

LEDﾎﾟｰﾁﾗｲﾄ

参考型番　LGWC80360LE1 7.1W 

I

I7

点灯照度調整機能付
本体：プラスチック（ホワイト）
カバー：アクリル（乳白）
ツマミネジ方式、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付
拡散タイプ、防雨型
器具光束５１５ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

LSS9-2-15
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原
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A1 1： 50

A3 1：100
電灯設備
警備棟　平面図
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ＳＢ

ＳＵ

：ＳＦＰモジュール

：光スプライスユニット

：光スプライスボックス

ＳＦＰ

：スイッチングハブＨＵＢ

ＥＭ－ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）

凡例
Ｌ

ＯＰ ＥＭ－ＯＰ－ＯＳ１（４Ｃ）

ＰＣ

ＳＦＰモジュールＨＵＢ

ポート 数

動作環境温度

電源（ 消費電力） ＡＣ１０ ０Ｖ、 ５ ０ ／６ ０Ｈｚ （ 最大１ ４８ Ｗ／最小１ ２ Ｗ）  

０ ℃～５ ０ ℃

１ ０ ＢＡＳＥ―Ｔ ／１ ０ ０ ＢＡ ＳＥ―Ｔ Ｘ ／１ ０ ０ ０ ＢＡ ＳＥ―Ｔ ×６  

ゴム足（ マグネット 内蔵） （ 別売） による什器側面固定が可能

ラックマウント 金具（ 別売） による１ ９ インチラッ ク固定が可能

備　 考

ＳＦ Ｐ拡張ポート  ×２ （ ＵＴ Ｐと排他利用）   

パケット バッファ ２ Ｍバイト  

電源コード掛けブロック

最大伝送距離１ ０ ｋ ｍ（ ＳＭ） 、 ＤＭＩ 対応

１ ００ ０ ＢＡＳＥ-Ｌ Ｘ 　 ×１  

Ｌ Ｃコネクタコネクタ形状

動作環境温度

ポート 数

０ ℃～６ ０ ℃

備　 考

電　 源

運転方式

強制空冷

常時インバーター給電方式

ＡＣ１ ０ ０ Ｖ　 ５ ０ ／６ ０Ｈｚ

冷却方式

５ ００ ＶＡ／３ ５ ０ Ｗ出力定格容量

無瞬断停電／復電切替

８ 分以上バックアップ時間

操作モニター　２１．５インチ

ＡＣ１ ０ ０ Ｖ　 ５ ０Ｈｚ ／６ ０ Ｈｚ

ＤＶＩ －Ｄ×１ 、 ＨＤＭＩ ×１

２ １ ． ５ 型

解像度

サイズ

入力端子

電　 源

１ ９ ２ ０ ×１ ０８ ０

ＨＤＤ容量

インターフェイス

表　 示

メモリー

ＣＰＵ

Ｏ　 Ｓ

ウェブブラウザー

その他

２ ５ ０ ＧＢ以上

１ ０ ０ ／１ ０ ０ ０ Ｍｂ ｐ ｓ

１ ９ ２ ０ ×１ ０８ ０ ピクセル以上（ フルカラー）

４ ＧＢ以上

Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ 　 Ｃｏ ｒ ｅ 　 ｉ ５ －７ ５ ０ ０ 以上

Ｗｉ ｎ ｄ ｏ ｗｓ 　 １ ０ 　 Ｐｒ ｏ

Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ 　 Ｃｏ ｒ ｅ 　 ｉ ７ －７ ０ ０ ０ 以上

Ｗｉ ｎ ｄ ｏ ｗｓ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ 　Ｅｘ ｐ ｌ ｏ ｒ ｅ ｒ 　 ８、 ９、 １０ 、１ １以降

ＤＶＤ－ＲＯＭド ライブ、 マウス・ キーボード共

映像監視ソフト ウェア、 機能拡張ソフト ウェア

ＵＰＳ

ポート 数

動作環境温度

電源（ 消費電力） ＡＣ１ ００ Ｖ、 ５ ０／６ ０Ｈｚ （ 最大１４ ８Ｗ／最小１２ Ｗ）  

０ ℃～５ ０ ℃

１ ０ ＢＡＳＥ ―Ｔ ／１ ０ ０ ＢＡＳＥ―Ｔ Ｘ ／１ ０ ０ ０ ＢＡＳＥ―Ｔ ×６  

ゴム足（ マグネット 内蔵） （ 別売） による什器側面固定が可能

電源コード掛けブロック

備　 考

ＳＦ Ｐ拡張ポート  ×２ （ ＵＴ Ｐと排他利用）   

パケット バッファ ２ Ｍバイト  

ラックマウント 金具共その他

ＨＵＢ（既設ＩＴＶ架内組込）

光スプライスボックス（４心タイプ）

ＳＣ（ ２ 連式） 　 シングル・ マルチ兼用

補強熱スリーブ（ 単心用） ×４

接続数

アダプタ種類

４ 心

保護チューブ×２

付　 属

１ ９ インチラック用光スプライスユニット

備　 考 ＳＣ２ 連アダプタ×３ （ ６ 心） ×２ 実装

仕　 様

光スプライスユニット （ 既設Ｉ Ｔ Ｖ架内組込）

モニター　４３インチ　壁掛型 モニター　４９インチ　壁掛型

備　 考 連続稼働時間２ ４ 時間

Ｉ Ｒ入力、 シリアル入力、 Ｌ ＡＮ、 ＵＳＢ

入出力端子 ＨＤＭＩ コネクター×４ 、 Ｄｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ Ｐｏ ｒ ｔ 入力／出力

ＡＣ１０ ０ Ｖ±１ ０％、 ５ ０ Ｈｚ ／６ ０Ｈｚ ・ １ ７ ２ Ｗ

画面サイズ・ アスペクト 比・ 画素数 ４ ３ 型・ １ ６ ： ９ ・ ３ ８ ４ ０ ×２ １ ６ ０

液晶パネル・ バックライト ＡＤＳ／Ｄｉ ｒ ｅ ｃ ｔ －Ｌ ＥＤ

輝度・ コント ラスト 比 ５ ０ ０ ｃ ｄ ／平米・ １ ２ ０ ０ ： １

電源・ 消費電力

壁面取付金具共

重　 量 約１ ４ ｋ ｇ （ 金具含む）

設置角度 前傾０ ～２ ０ °

備　 考 連続稼働時間２４ 時間

Ｉ Ｒ入力、 シリアル入力、 Ｌ ＡＮ、 ＵＳＢ

入出力端子 ＨＤＭＩ コネクター×４ 、 Ｄｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ Ｐｏ ｒ ｔ 入力／出力

ＡＣ１ ０ ０Ｖ±１ ０％、 ５０ Ｈｚ ／６ ０ Ｈｚ ・ １ ８６ Ｗ

画面サイズ・ アスペクト 比・ 画素数 ４ ９ 型・ １ ６ ： ９ ・ ３ ８ ４ ０ ×２ １ ６ ０

液晶パネル・ バックライト ＡＤＳ／Ｄｉ ｒ ｅ ｃ ｔ －Ｌ ＥＤ

輝度・ コント ラスト 比 ５ ０ ０ ｃ ｄ ／平米・ １ ２ ０ ０ ： １

電源・ 消費電力

壁面取付金具共

重　 量 約２ ０ ｋ ｇ （ 金具含む）

設置角度 前傾０ ～２０ °
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各棟監視カメラへ

ＨＵＢ

（４Ｐ）

ＳＢ

（４芯）

ＯＰ

ＨＵＢ

（４Ｐ）

ＳＢ

（４芯）

ＯＰ

総合盤

ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＯＰ

ＯＰ

警備棟

３号スタンド５階

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ＨＤＭＩ

ディスクレコーダー
ネットワーク ＨＤＭＩ

(４ＴＢ×６)

自立型ＩＴＶ架

ＡＣ１００Ｖ

サーバー
タイム

ＨＵＢ

（２４Ｐ） (４ＴＢ×６)
ディスクレコーダー

ネットワーク

ＰＣ
管理用 １９型

ＵＰＳ

４３型

液晶ﾓﾆﾀｰ

パソコン

映像監視ソフトウェア共

Ｌ

液晶ﾓﾆﾀｰ

ＯＰ

ＯＰ

ＯＰ

ＳＵ

ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＳＦＰ

Ｌ

通信事業者工事

ＨＵＢ

（４Ｐ）
ＯＰ

ＳＦＰ

ＳＦＰ
ＯＰ

ＳＵ
Ｌ

ＯＮＵ ルーター

１号開催本部

ラック（３号スタンド５階）

564 631

1
0
2
5

仕上げ 木製合板仕上げ　 前面強化ガラス扉鍵付

中間棚 １ 枚付

取付有効スペース ＥＩ Ａ２ ０ Ｕ

監視カメラ設備(パナソニック)系統図

新設機器姿図(パナソニック)

・新設する警備棟と３号スタンドにモニターを設置し、既設の監視カメラ設備

工事概要

　(パナソニック製）のライブ映像を表示する。

・本施設には既設監視カメラ設備が２系統(パナソニックとＪＶＣ)存在する。

特記事項

・既設の監視カメラ設備(ＪＶＣ・別途工事)による新設する警備棟と３号スタンド

・に設置されるモニター及び機器のための配管工事を行う。

・今回工事にてモニターを新設する場所に監視カメラ設備(ＪＶＣ)のモニターも

　併設予定のため設置位置等を協議し、監督員に確認すること。

・系統図点線は既設を表す。

・監視カメラ設備(ＪＶＣ)の改修は別途工事とする。

　配管、機器電源、建築工事は本工事とする。

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 NS

A3 NS
監視カメラ設備
系統図・機器姿図

E - 08
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

Ｌ ＨＤＭＩ

操作モニター

ＨＤＭＩ

ＰＣ
４３型

液晶ﾓﾆﾀｰ

Ｌ ＨＤＭＩ
ＰＣ

４３型

液晶ﾓﾆﾀｰ

ＨＤＭＩ

ＡＣ１００ＶＵＰＳ

Ｌ

操作モニター

ＨＤＭＩ

ＰＣ
液晶ﾓﾆﾀｰ

ＨＤＭＩ ４９型

Ｌ
ＰＣ

液晶ﾓﾆﾀｰ

ＨＤＭＩ ４９型

ＨＤＭＩ

ＡＣ１００ＶＵＰＳ

ラック

操作モニター

操作モニター



Ｉ ＥＥＥ８ ０ ２． ３ｕ 　 １０ ０ＢＡＳＥ－Ｔ Ｘ準拠規格

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １０ ０ＢＡＳＥ－Ｆ Ｘ （ ＰＭＤを除く ）

（ 実測値）

定格入力電圧　 ＡＣ１ ０ ０～１２ ０ Ｖ

平均消費電力　 ３ ． ３ Ｗ（ 最大４ ． ６Ｗ）

最大入力電流　 ０ ． ０ ８ Ａ

定格入力電流　 ０ ． ２ Ａ

定格周波数　 　 ５ ０／６ ０Ｈｚ

電源部

入力電圧範囲　 ＡＣ９ ０ ～１ ３２ Ｖ

平均発熱量　 　 １ １． ７ ｋ Ｊ ／ｈ （ 最大１６ ． ７ ｋ Ｊ ／ｈ ）

環境条件 動作時温度　 ０～４ ０℃

動作時湿度　 ８０ ％以下（ ただし、 結露なきこと）

保管時温度　 -２ ０～６０ ℃

保管時湿度　 ９５ ％以下（ ただし、 結露なきこと）

質量 １ ００ ｇ （ ＡＣアダプター含まず）

１ ００ ＢＡＳＥ－Ｔ Ｘ （ ＲＪ －４ ５ コネクタ） ×１ポート

１ ００ Ｍｂ ｐ ｓ 光（ ＳＣコネクタ） ×１

メ ディ アコンバータ-

鋼板ｔ ０．６カバー

ボデー 鋼板ｔ １ ． ０

塗装 ペールホワイト （ １ ０ Ｙ Ｒ８ ． ５ ／０ ． ５）

ＳＣアダプタ シングルマルチ兼用タイプ

ケ－ブルパッキン ポリエチレン， ポリエステル

ト レ－ 樹脂

光成端箱

81
.5

41. 5

25. 4

２－ＳＣアダプタ（ ２連式）

　２－アダプタホルダ　 　 　

ボデ－テンショ ンメンバ
　　 　 　 　クランプ

融着ト レ－部

（ 最大φ１ ３ｍｍ）

ケ－ブルクランプ

２ －φ5（ 取付穴）

カバ－

回線表示シ－ル

（ 裏面貼付）

18
0

120

104

30

心線ホルダ部

OPTICAL PORT
（100MBPS FIBER）

MDI（=）

ML

AUTO ML

--

--

--

100BASE-TX PORT

TXRX

OPTICAL PORT
（100MBPS FIBER）+ -

5VDC
…―

UNLOCK LOCK

内部詳細図

ＭＣ

光成端箱

電話設備　系統図（今回工事範囲のみ）

情報設備　系統図（今回工事範囲のみ）・機器姿図

ＧＬ

警備棟

３号スタンド

電話交換機室

警備室 従業員執務室

ＧＬ

警備棟

３号スタンド

電話交換機室

警備室 廊下

工事概要

電話設備

情報設備

・新設する警備棟に多機能電話機２台、ＰＨＳアンテナ１台、ＰＨＳ電話機３台を

　設置する。

・３号スタンドＨＵＢより新設する警備棟までの配管配線を新設する。

特記事項

・電話設備はＰＢＸ既設流用のためメーカーは富士通製とする。

・電話設備は設定、調整費も本工事とする。

・情報設備は配管配線及び光変換装置のみ本工事とし、調整費等は別途工事とする。

ＰＨＳ

Ｔ

PH

ＰＨＳアンテナ　参考型番　富士通FC740BS3D<ND>

多機能電話機　参考型番　富士通D1TA06010-B59X

多機能電話機　参考型番　富士通D1TA07002-B988

Ｔ Ｔ

ＰＨＳ

PH PH PH

EM-TKEE0.65-10P

端子盤

EM-EBT0.5-2P

EM-EBT0.5-2P

光成端
ＭＣ

ＡＰ

光成端
ＭＣ

ＨＵＢ

L

L

L

EBT

EBT
EBT

EBT

ＨＵＢ

ＡＰ

光成端

ＭＣ

アクセスポイント（別途工事）

ＨＵＢ盤（別途工事）

光成端箱

メディアコンバーター

EM-OP-OS1(4C)

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 NS

A3 NS
電話・情報設備
機器姿図

E - 09
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



・ 非常業務遠隔操作器A（ 80回線） を5階に新設、北門警備室棟へ新規配線する

特記表記

・ 開催事務所棟内の非常放送架を撤去し、北門警備室内に非常放送架を新設する

・ 開催事務所棟内の既設端子盤から、新設端子盤を経由し、北門警備室内端子盤へ収容接続する

・ 将来工事対応として、北門警備室棟から3号スタンド間に配線を敷設する

・ 1号スタンド及び2号スタンドの端子盤内に回線数のSPDを敷設する。

・ 北門警備室棟から1号スタンド及び2号スタンド間に配線を敷設する

・図中、点線は既設とし実線は本工事とする。

１Ｆ

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

Ｂ１Ｆ

１Ｆ

Ｂ１Ｆ

５Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

１Ｆ

撤去

北門警備室棟

３号スタンド棟

２号スタンド棟

組合事務所棟（ 将来解体）

※将来工事対応用

※破線は「 既存」 とする

EM-HP1. 2-10P

EM-HP1. 2-20Px2

EM-HP1. 2-10P（ ERM）

EM-HP1. 2-20Px2

EM-HP1. 2-10P（ ERM）

EM-HP1. 2-50P

EM-HP1. 2-5P

EM-HP1. 2-10P（ ERM）

EM-HP1. 2-20Px2

EM-HP1. 2-10P（ 推定）

EM-HP1. 2-20Px4

EM-HP1. 2-10Px2（ ERM）

EM-HP1. 2-15Px1

EM-HP1. 2-10Px1

ELV ELV

EM-HP1. 2-10P

A

EM-HP1. 2-20PX2

ERMSPD

AMP SPDAMP SPD

ERM

CR

SPD SPD SPD

１ Ｆ

EM-HP1.2-10P

１Ｆ

EM-HP1.2-10P

１Ｆ

EM-HP1.2-10P

下見所・警備棟（将来建物） 組合事務所（将来建物）設備棟（将来建物）

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

審判採決棟（ 将来解体）

EM-HP1. 2-15P

SPD

別途工事

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

非常放送設備　全体系統図
A1 NS

A3 NS
E - 10

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事
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電線挿入口
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（ ９ ６ ）

８ ３ ． ５
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Ｓ
Ｐ

5Ｗ
３

Ｃ
３

Ｂ

Ｃ －３ 　 共通

Ｂ－２ 　 緊急

Ａ－１ 　 通常

カテゴリＤ １ ： ２ ． ５ ｋ Ａ

カテゴリＣ ２ ： １ ０ ｋ Ａ

適合ベース： Ｔ Ｓ－Ｂ４

Ｔ Ｓ －Ｂ４

Ｔ Ｓ－Ｓ Ｐ ３
通信用ＳＰＤ　 Ｔ Ｓ－Ｂ４

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｐ

Ｓ
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Ｓ

Ｐ
２

Ｗ
３

Ｃ
３

Ａ

Ａ

Ｂ
Ｃ

ロ
ッ

ト
ラ

ベ
ル

端子台（ Ｍ４ ， カバー付き）

音声ファイル

非常業務放送架

1080W

デジタル

火災

液晶表示

アナウンス

マイク

イ

ャ
｜

チ
ッ

音

ス
声

非火災

自火報入力

火災確認信号

地区ベル停止

SP

EB

RB

EL

EF

EL

SP

80

1

80

1

スピーカー回線出力

非常スイッチ

CPU制御部 アップ

ダウン

部

ク

択
選

チャイム

緊急一斉

非火災火災発報

線
ブ

ッ
ロ

回 一斉

非常業務操作部

非常制御

サ
｜

キ
ミ

80
選択スイッチ

1

遠隔操作器

非常業務

3号スタンド5F

御
部

制

回
線

／
力

主
入

遠隔操作器

非常業務

2号スタンドB1F

（ AC100 V）

非常専用電源

非常電源部

主電源／

ページング入力
音声

制御

非常放送設備　 ブロック図

非常業務放送架

　 　 　 　 　 業務 x80ブロック

スピーカー出力回線：

AC100 V

回線選択： 放送階（ 非常・ 業務）  x80

5. 7型（ 10文字x7行）

45種類登録再生可、 20種類登録済（ ウェスト ミ ン

出力0. 45 W、 音量調節器、 ハウリング防止回路付

DC24 V（ ニッカド 蓄電池） 、 ト リクル充電方式

スターの鐘、 よろこび、 あおぞら、 ディ ンドン、 他）

USB

4音チャイム（ アップ/ダウン、 速い/遅い）

　 　 　 　 　 BGM x80ブロック

電　 　 源

PC接続端子

起動入力

状態出力

音声ファイル

25（ 拡張ユニット 増設時最大45） +地震放送 x2

12種類

出力制御部

定格出力

操作スイッチ

音声警報・ 出火階情報

液晶表示

表　 　 示

ミ キサー部

内蔵チャイム

非常電源部

モニタースピーカー

日本語／英語、 494種類標準搭載

1080 W

3

R

8

3

5

7

6

4

2

1

80回線＋一斉

異常検出 蓄電池異常、 パワーアンプ異常、 スピーカー

回線短絡異常、 通信異常など

ラック

ベンチレート パネル

ブランクパネル

R

V

B

回線制御ユニット

主入力制御ユニット

主電源ユニット

非常業務予備電源ユニット

デジタルパワーアンプ

非常業務操作器

B

6

5

B

6

6

緊急地震放送 非常放送より優先可（ 規定メッセージのみ）

非常起動、 非常復旧、 火災放送、 非火災放送、

緊急地震放送停止、 緊急優先一斉、 一斉、

放送復旧、 チャイム x2、 表示切換、 照明

火災、 発報放送、 火災放送、 非火災放送、 連動、

連動一斉、 発報連動停止、 地震放送、 緊急優先、

緊急、 主電源、 非常電源、 出火階、 作動/スピーカー回線短絡

業務放送内容、 異常、 システム設定、 履歴確認表示

ミ キサー、 非常業務兼用マイク、 ページング、

報時チャイム、 アナウンスユニット 、 BGM、 リモコン

ミ キサーユニット

V

V

1

2

4

B

B

1

1

4

回線追加ユニット

各棟既設端子盤に接続

6

4

S
P
D

適用回路　 ３ Ｃ×１ 回線　 （ 100Vハイインピーダンス）

ＤＣ１ ７ ０ Ｖ

使用温湿度範囲 －２ ５℃～７ ０ ℃　 ９ ３ ％以下

挿入損失　

カテゴリＤ１  ２ . ５ ｋ Ａ

カテゴリＣ２  １ ０ ｋ Ａインパルス耐久性

最大連続使用電圧Ｕｃ

ＳＰＤ劣化確認 Ｃｈ ｅ ｃ ｋ ボタン　 LED点灯: 正常

１ ｄ Ｂ以下　 ＤＣ～３０ ０ｋ Ｈｚ （ ６ ０ ０ Ω）

SPD（ 非常業務放送架内）非常業務遠隔操作器（ 既存改修）

2号スタンドB1F

追加回線数 50回線

回線追加ユニット 2台追加組込

質　 　 量 1. 6 kg（ 回線追加ユニット x4を含まず）

電　 　 源 DC24 V、 20 mA（ 10回線） x3

既存回線追加ユニット ケースに2台追加組込

回線追加ユニット 、 ユニット ケース追加組込

7

R

B

B

B

B

B

B

B

B

B

V

8

V

8

V

7

9

9

9

B

B

9 SPDユニット

非常業務兼用マイク入力

出力制御・ スイッチ

操作スイッチ

表　 　 示

液晶表示

電　 　 源

モニタースピーカー

出力レベル計

外部入力

火災、 発報放送、 火災放送、 非火災放送、 連動、

連動一斉、 発報連動停止、 地震放送、 緊急優先、

5. 7型（ 10文字x7行）

操作ガイド、 業務放送内容表示、 異常発生内容表示、 他

-45 dBs（ AGC）

DC24 V（ 放送装置本体より供給）

出力0. 45 W、 音量調節器、 ハウリング防止回路付

-20 dBs/0 dBs、 電子平衡

4点LED

操作器本体に準ずる

非常業務遠隔操作器

緊急、 主電源、 非常電源、 出火階、 作動/スピーカー回線短絡

非常起動、 非常復旧、 火災放送、 非火災放送、

緊急地震放送停止、 緊急優先一斉、 一斉、

放送復旧、 チャイム x2、 表示切換、 照明

A

適用回路　 ３ Ｃ×3回線　 （ 100Vハイインピーダンス）

ＤＣ１ ７ ０ Ｖ

使用温湿度範囲 －２ ５℃～７ ０ ℃　 ９ ３ ％以下

挿入損失　

カテゴリＤ１  ２ . ５ ｋ Ａ

カテゴリＣ２  １ ０ｋ Ａインパルス耐久性

最大連続使用電圧Ｕｃ

１ ｄ Ｂ以下　 ＤＣ～３ ０ ０ ｋ Ｈｚ （ ６ ０ ０ Ω）

SPD（ EPS内）

A

3号スタンド5F

特記表記

M

570

516 95

6
3
8

2
,
0
0
0

455

516 95

6
3
8

AMP

ERM ERM

ERM

ERM

ERM

EM-HP1. 2-5P

・ 非常業務遠隔操作器A（ 80回線） を3号スタンド5階に新設、 北門警備室棟へ新規配線する

SPDについて

・ 開催事務所棟内の非常放送架を撤去し、 北門警備室内に非常放送架を新設する

・ 開催事務所棟内の既設端子盤から、 新設端子盤を経由し、 北門警備室内端子盤へ収容接続する

・ 将来工事対応として、 北門警備室棟から3号スタンド間に配線を敷設する

・ 1号スタンド及び2号スタンドの端子盤内に回線数の「 SPD（ EPS内） 」 を敷設する。

・ 北門警備室棟から1号スタンド及び2号スタンド間に配線を敷設する

特記表記

・ 既存非常業務遠隔操作器（ 30回線） を（ 80回線） に改修する

・ 新設非常放送架内にに回線数の「 SPDユニット 」 を設置する。

遠隔操作器について

概要

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

非常放送設備
ブロック図・機器姿図

A1 NS

A3 NS
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設　 　 備　 　 幹　 　 線　 　 系　 　 統　 　 図

１ Ｆ

Ａ

天井いんぺい配管配　 　 線記号

（ ＰＦ ２ ２ ）

Ｂ

ＨＰ　 １ ． ２ －　 ２Ｃ

ＨＰ　 １ ． ２ －　 ４Ｃ （ ＰＦ １ ６）

Ｃ ＨＰ　 １ ． ２ －　 ３ Ｐ

（ ＰＦ １ ６ ）

床いんぺい配管

（ ＰＥ２ ２ ）

（ ＰＥ１ ６ ）

（ ＰＥ１ ６ ）

露出配管

（ ２ ５ ）

（ １ ９ ）

（ １ ９ ）

地中埋設配管

（ Ｆ ＥＰ３０ ）

（ ＰＦ ２ ８ ）

Ｄ ＨＰ　 １ ． ２ －　 ５ Ｐ （ ＰＦ ２ ２）

Ｅ ＨＰ　 １ ． ２ －１ ０ Ｐ （ ＰＥ２８ ）

（ ＰＥ２ ２ ）

（ ３ １ ）

（ ２ ５ ）

（ Ｆ ＥＰ３０ ）

（ Ｆ ＥＰ３０ ）

（ Ｆ ＥＰ３０ ）

（ Ｆ ＥＰ３０ ）

ＡＣ１ ００ Ｖ， ＥＤ

ＡＣ１ ００ Ｖ

記　 　 号

凡　 例

名 称 記 事

特　 記

防　 災　 監　 視　 盤 特記参照

　 １） 防災監視盤の仕様は下記の通り。

軽微な工事でのアナログ式感知器のデータ設定変更が画面上（ タッチパネル） で修正操作可能

・ 感度切替機能(ブロック設定、 個別設定及びスケジュール運行)

アナログ感知器の煙濃度又は、 温度をグラフ表示する。

・ データ変更機能

・ 操作ガイダンス機能及び取扱説明機能

・ 操作手順表示機能

・ 火災性状判断機能

・ モニタリング機能

・ 履歴機能

・ ト レンド表示機能

・ 任意月間履歴表示（ 最小～最大／日）

ロ） 　 月間履歴表示（ 最小～最大／日）

イ） 　 過去１０ 分間のト レンド グラフ表示

・ 最新２ ０ 報（ 注意表示又は火災）

＜ソフト ウエア仕様＞

・ プリンタ　 　 　 　 　 －漢字プリンタ（ 内蔵タイプ）

ガス漏れ代表　 　 　 ： 無電圧　 ｃ 接点１ 点

火災代表　 　 　 　 　 ： 無電圧　 ｃ 接点２ 点

発信機代表　 　 　 　 ： 無電圧　 ａ 接点１ 点

・ 操作　 　 　 　 　 　 　 －バックライト 付カラー液晶タッチパネル方式＋ハードスイッチ

　 　 防排煙・ ガス漏れ・ 諸警報・ 他

　 　 表示内容　 　 　 　 火災（ 注意表示含む）

　 　 表示文字　 　 　 　 Ｊ Ｉ Ｓ第１ 、 ２ 水準

・ 表示器

・ アドレス数　 　 　 　 －４ ０ ８０ アドレス（ ２ ５ ５ アド レス×１ ６系統）

・ 種別　 　 　 　 　 　 　 －ＧＲ型受信機（ アナログ式、 自動試験機能付）

・ シリアル移報　 　 　 －ＲＳ－４ ８ ５ （ Ｒ型表示盤用他）

・ 移報・ 移報

・ 入力　 　 　 　 　 　 　 －Ｐ入力（ 無電圧　 ａ 接点） ×１ ０点

・ 主音響　 　 　 　 　 　 －スピーカ（ 音声合声方式）

・ 予備電源　 　 　 　 　 －ＤＣ２４ Ｖ　 　 　 　 Ｎｉ －ｃ ｄ 蓄電池

・ 主電源　 　 　 　 　 　 －ＡＣ１０ ０ Ｖ　 ５ ０／６ ０ Ｈｚ

諸表示部　 １ ０ 回線

＜ハードウエア仕様＞

ａ ） 火災受信盤

各種任意代表　 　 　 ： 無電圧　 ｃ 接点１ ３点

各種任意　 　 　 　 　 ： 無電圧　 ａ 接点３ ０点

ＰＡ感知器の煙濃度又は、 温度の現在値を表示する。

　 　 表示色　 　 　 　 　 ２ ５ ６ 色

　 　 メッセージ表示　 バックライト 付カラー液晶パネル（ １ ０． ４ 型）

　 ２） 防災監視盤の表示内訳は下記の通り。

自火報（ 一般感知器） ６ １ Ｌ

　 　 　 内　 　 　 容 回 線 アドレス

ベル鳴動用 ７ Ｌ ７ ＡＤ

ＳＰ呼水槽減水

ＳＰポンプ故障

３ ＡＤ

２ Ｌ

２ Ｌ

ＳＰポンプ運転 ２ Ｌ

防火戸・ シャッター

１ ５ ＡＤ

３ ６ Ｌ

排煙口ダンパー（ 復帰） ２ ４ Ｌ

防煙ダンパー　 （ 復帰）
１ ９ ＡＤ

１ ３ Ｌ

排煙機起動 ２ ＡＤ３ Ｌ

排煙機運転
２ ＡＤ

３ Ｌ

排煙機故障 ３ Ｌ

ＳＰ放出 １ １ Ｌ

今　 回　 合　 計　 ２ ４ ７ Ｌ ８ ４ ＡＤ

ＳＣＩ 作動・ 故障表示 ３ ＡＤ１ ０ Ｌ

中央監視盤移報用

１ ＡＤ

１ Ｌ

誘導灯信号装置移報用 １ Ｌ

直流電源装置電源断 ２ ＡＤ２ Ｌ

自火報（ 連動感知器） ４ ０ Ｌ
２ ６ ＡＤ

ＳＰ補助加圧ポンプ故障 １ Ｌ

　 　 　 内　 　 　 容 回 線

合　 計 １０ Ｌ

予　 備

ａ ） 火災受信盤 ・ 諸表示部

　 　 　 内　 　 　 容 回 線

合　 計 ６０ Ｌ

予　 備

・ 信号変換部

６ ０ Ｌ

１ ０ Ｌ４ ＡＤ

ハロン放出

ハロン起動

ハロン警報 ３ Ｌ

１ Ｌ

１ Ｌ

排煙口ダンパー

排煙ダンパー

防煙垂れ壁 ２ Ｌ

１ １ Ｌ

５ Ｌ

キュービクル移報用 １ Ｌ

入退盤移報用 １ Ｌ

・ 接点移報　 　 　 　 　 －無電圧　 ａ 接点×１ ５ 点　 ×２ 個

・ 組込品

避　 雷　 器　 盤

※ 破線は既存とする。

北門警備室棟

回線用１０Ｃ×５個　制御線用１０Ｃ×４個　Ｒ型表示盤用×４個 収容

表示盤　　：Ｄ×４

系統＋制御：Ｅ×６

１ Ｆ

Ｂ１ Ｆ

１ Ｆ

Ｂ１ Ｆ

５ Ｆ

２ Ｆ

１ Ｆ

２ Ｆ

３ Ｆ

４ Ｆ

２ Ｆ

３ Ｆ

４ Ｆ

１ Ｆ

２ Ｆ

３ Ｆ

撤去

３ 号スタンド棟

２ 号スタンド棟

１ 号スタンド棟

開催事務所棟（ 将来解体）

Ｅ×２

将来工事対応用

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ ×２

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ

Ｅ ×３

新設表示盤： Ｄ

ＨＰ １ ． ２ －５ ０ Ｐ ×４

Ｄ， Ｅ

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ

表示盤　 　 ： Ｄ

系統＋制御： Ｅ

下見所・警備棟（将来建物） 組合事務所（将来建物）設備棟（将来建物）

別途工事

１ Ｆ １ Ｆ １ Ｆ

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号
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〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3
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杉原

202205013

自火報設備　全体系統図
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L×2

目隠しパネル

室外機置場出入口片開戸

手すり

上部庇（建物東面）
会 議 室

冷蔵庫
（別途）

ベッド

ロッカー
（別途）

（別途）

倉庫 ③

ミニキッチン

従 業 員 執 務 室

ミニキッチン

仮眠室

ホール

倉庫 ②

床点検口 床点検口 床点検口

湯沸コーナー

竪樋 竪樋竪樋
犬走り

上部庇（建物南面） ※将来設置予定

受付カウンター（外部）

受付カウンター（内部）

UP

ポーチ ①

固定棚

倉庫 ①

固定棚

固定棚

給湯室
室外機置場

UP

ポーチ ②

トイレ ① トイレ ②

372

4
0
0

2
8
0

4
00

400

400

目隠しパネル

室外機置場出入口片開戸

手すり

上部庇（建物東面）
警 備 室

冷蔵庫
（別途）

ベッド

ロッカー
（別途）

（別途）

倉庫 ③

ミニキッチン

従 業 員 執 務 室

ミニキッチン

仮眠室

倉庫 ②

床点検口 床点検口 床点検口

湯沸コーナー

竪樋 竪樋竪樋
犬走り

上部庇（建物南面） ※将来設置予定

受付カウンター（外部）

受付カウンター（内部）

UP

ポーチ ①

固定棚

倉庫 ①

固定棚

固定棚

給湯室
室外機置場

UP

ポーチ ②

トイレ ① トイレ ②

372

4
0
0

2
80

40
0

400

400

平 面 図

平 面 図

警 備 室

ホール

会 議 室

Ｔ
EBT

Ｔ
EBT

ＰＨＳ

Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｍ

Ｏ
Ｎ

Ｍ
Ｏ

Ｎﾓﾆﾀｰ(別途工事)

Ｈ
Ｕ

Ｂ

ＰＣ

監視ｶﾒﾗ用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
W700×H1000×D200
(別途工事)

Ｍ
Ｃ

光
成

端 ＡＰ
L

総合盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

Ａ
Ｍ

Ｐ
増

幅
器

EBT

EBT

PH PH PH総合盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

ＡＭＰ 非常放送アンプ 姿図参照

ＰＨＳ

Ｔ

ＡＰ アクセスポイント（別途工事）

光成端 光成端箱

メディアコンバーターＭＣ

姿図参照

姿図参照

電話用モジュラジャック

テレビ端子

ＨＵＢ

ＰＣ

ＭＯＮ

監視カメラ用ＨＵＢ・光スプライスボックス 姿図参照

監視カメラ用パソコン・操作モニター・ＵＰＳ

監視カメラ用モニター

姿図参照

姿図参照

PH

ＰＨＳアンテナ　参考型番　富士通FC740BS3D<ND>

多機能電話機　参考型番　富士通D1TA06010-B59X

増幅器 テレビブースター　ＣＡＴＶ－１Ｅ

配線引出用フロアプレート（裏ﾎﾞｯｸｽ共）　参考型番　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸDUB1301他

×2

(PF22)

(PF22)

・立上げ・引き下げ　壁・梁貫通部は上記保護管により保護すること。

自火報受信機

端子盤（総合盤組込み）

特記事項・凡例

・図中特記なき配線は、下記による。

保護管

(PF22)天井ころがし

天井ころがし

空配管

空配管

隠蔽

床隠蔽

(PF22)

EBT

EBT EM-EBT0.5-2P

EM-EBT0.5-2P 床上露出

L

L

L

EM-UTP（CAT6）-4P

EM-UTP（CAT6）-4P

EM-UTP（CAT6）-4P 床上露出

(PF22)

床隠蔽

避雷器 避雷器盤（火報用）

避雷器

系統図参照

系統図参照

総合盤参考姿図

天井

フロア

名称記号
1

2

3

4

5

放送

電話

LAN

ＴＶ

警備室

123

T-1

10P

機器
ス ペ－ ス

端子盤

4

自火報受信機

非常放送アンプ

端子盤　T-1

非常放送アンプ

上部ダクト

5555

機器
ス ペ－ ス

ITV

CATV-1E

150P

ＰＨＳ電話機　参考型番　富士通D1TA07002-B988

L-1

EM-EEF1.6-2　天井ころがし
※非常放送、火報電源

Ｎ

700 700 500
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0
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責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1： 50

A3 1：100
E - 13弱電設備

警備棟　平面図

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

L×2

Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｍ

Ｏ
Ｎ

Ｍ
Ｏ

Ｎ

HDMI×2
×2



ピロティ

PS

エスカレーター

EV

案内所

コンコース

第８投票所

一般席(屋外)

B階段

EPS

EV

A階段

EV屋外階段

EPSPS

エスカレーター

ファミリースペース

授乳室

PS

男子便所

女子便所

多目的便所

湯沸室
従業員便所

喫煙室

DS

[ 103席 ]

屋外階段

機械基礎 H150

1000×13000

フェンス H2000

PS壁 復旧

ブース・カウンター

レイアウト変更

流し台・吊戸棚更新

DS壁 復旧

DS新設

１階平面図

EPS

エレベーターホール

C階段

既存金属ﾀﾞｸﾄ
※屋外階段下部に設置

以降E02図参照

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）
ﾃﾚﾋﾞ　　　　　　EM-S-7C-FB　隠蔽（PF22）

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
※軒下天井内設置

ｺｱ抜き50φ

ｺｱ抜き50φ及び
区画貫通処理

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　露出（PF22）
ﾃﾚﾋﾞ　　　　　　EM-S-7C-FB　既設ﾗｯｸ内
※5階までのｽﾗﾌﾞ4箇所をｺｱ抜き32φ及び区画貫通処理

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（既設樹脂管）
ITV（JVC）　光ｹｰﾌﾞﾙ　隠蔽（既設樹脂管）（別途工事）
電話　　　　EM-TKEE0.65-10P　隠蔽（既設樹脂管）

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）
電話　EM-TKEE0.65-10P　隠蔽（PF28）
空配管（ITV・JVC用）　隠蔽（PF22）
※ｽﾗﾌﾞｺｱ抜き50φ及び区画貫通処理

ITV（JVC）　　　光ｹｰﾌﾞﾙ　隠蔽（既設樹脂管）（別途工事）
ﾃﾚﾋﾞ　　　　　　EM-S-7C-FB　隠蔽（既設樹脂管）
電話　　　　　　EM-TKEE0.65-10P　隠蔽（既設樹脂管）
情報　　　　　　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（既設樹脂管）
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：150

A3 1：300
E - 14監視カメラ・電話・情報・テレビ設備

３号スタンド　１階平面図

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



５階平面図

パントリー

便所

便所

便所 投票所

廊下

指定席

階段室

施工者室施工者室 施工者室 施工者室

階段室

便所便所

ホール

地下１階平面図

保守員室（ Ｂ）

ＣＶ・ ＣＦ室

電気室ファンルーム機械室休憩室機械室

ロッカールーム 投票センター 集計センター

電話交換機室ポンプ室

清掃員控室

倉庫

保守員室（ Ａ）

TEXT

階段室

廊下

ＭＯＮ ＭＯＮＰＣ
ＨＵＢ

壁面

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽA型

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

天井面

床面

1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽA型
及びﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

ＭＯＮＭＯＮ
※A

※A　立ち下げ部

空配管　隠蔽（PF22）導入線共

※A

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理

ＰＢＸ

ITV機器収容箱
(別途工事)

既設ﾃﾚﾋﾞ機器収容箱
※既設2分岐器に接続

既存壁ﾎﾞｰﾄﾞを撤去し、
壁掛けモニター用の下地取付及びﾎﾞｰﾄﾞ復旧

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）

ﾃﾚﾋﾞ　EM-S-7C-FB　天井ころがし

電話　EM-TKEE0.65-10P　天井ころがし空配管（ITV・JVC用）　隠蔽（PF22）

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　露出（PF22）
ﾃﾚﾋﾞ　　　　　　EM-S-7C-FB　既設ﾗｯｸ内

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）
電話　EM-TKEE0.65-10P　隠蔽（PF28）
空配管（ITV・JVC用）　隠蔽（PF22）

ITV（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）　EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）

以降E02図参照
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：150

A3 1：300
E - 15監視カメラ・電話・情報・テレビ設備

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

サーバー室投票センター

事務室

パント リー2

３号スタンド　Ｂ１・５階平面図

ＭＯＮＭＯＮＭＯＮ

ﾓﾆﾀｰ(別途工事)

ＭＯＮ
ＰＣ

※ﾓﾆﾀｰ8台分共本工事



33, 300

4505, 400

UP

450 5, 400 5, 400 5, 400 5, 400 5, 4001, 650

１階平面図

警察警備本部

屋外階段1

階段

ＶＴ Ｒ室

前室

（ 副出入口）

（ 主出入口）

VTR

DN
UP

UP

屋外階段2

ファン相談室

PS

給湯室

廊下２

竪樋（ 設備）

エントランスホール

男子便所 女子便所

SK室

PS・ EPS ▽　EXP. J

手摺

PS

PSPS

ポーチ

キュービクル空調室外機
（ 既存）

前室
VTR

PS

PS

自警本部

PS

PS・ EPS

廊下１（ 1FL±0）

PS・ EPS

ＩＴＶ
既設ITV架改修
（系統図参照）

既設端子盤
T-1

※A

壁面

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽA型

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

天井面

床面

1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽA型
及びﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

※A　配線立ち下げ部

以降E02図参照

EM-OP-OS1(4C)　隠蔽（PF22）

区画貫通処理

1,
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7,
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：100

A3 1：200
監視カメラ設備
１号スタンド　１階平面図

E - 16
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



PS

エスカレーター

EV

案内所

コンコース

第８投票所

一般席(屋外)

B階段

EPS

EV

A階段

EV屋外階段

EPSPS

エスカレーター

ファミリースペース

授乳室

PS

男子便所

女子便所

多目的便所

湯沸室
従業員便所

喫煙室

DS

屋外階段

機械基礎 H150

1000×13000

フェンス H2000

ブース・カウンター

レイアウト変更

流し台・吊戸棚更新

DS壁 復旧

DS新設

１階平面図

EPS

エレベーターホール

C階段

ピロティ

[ 103席 ]

既存金属ﾀﾞｸﾄ
※屋外階段下部に設置

以降E02図参照

ｺｱ抜き32φ

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理

・ 非常業務遠隔操作器A（ 80回線） を5階に新設、北門警備室棟へ新規配線する

・ 開催事務所棟内の非常放送架を撤去し、北門警備室内に非常放送架を新設する

・ 開催事務所棟内の既設端子盤から、新設端子盤を経由し、北門警備室内端子盤へ収容接続する

・ 将来工事対応として、北門警備室棟から3号スタンド間に配線を敷設する

・ 図中、点線は既設とし実線は本工事とする。

・ 将来工事対応としての北門警備室棟から3号スタンド間に配線の際は端子盤内に回線数のSPDを敷設する。

非常放送設備　特記表記

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
※軒下天井内設置

火報（表示盤）　　 EM-HP1.2-5P　既設ﾗｯｸ内
非常放送（ERM用）　EM-HP1.2-10P　既設ﾗｯｸ内
※5階までのｽﾗﾌﾞ4箇所をｺｱ抜き32φ及び区画貫通処理

火報（表示盤）　　 EM-HP1.2-5P　天井ころがし
非常放送（ERM用）　EM-HP1.2-10P　天井ころがし

火報（将来対応用）　　　EM-HP1.2-10P×2　隠蔽（既設樹脂管）
火報（表示盤）　　　　　EM-HP1.2-5P×2　隠蔽（既設樹脂管）
非常放送（将来対応用）　EM-HP1.2-20P×2　隠蔽（既設樹脂管）

火報（将来対応用）　　　EM-HP1.2-10P×2　隠蔽（既設樹脂管）
火報（表示盤）　　　　　EM-HP1.2-5P　隠蔽（既設樹脂管）
非常放送（将来対応用）　EM-HP1.2-20P×2　隠蔽（既設樹脂管）
非常放送（ERM用）　EM-HP1.2-10P　隠蔽（既設樹脂管）

火報（将来対応用）　　　EM-HP1.2-10P×2　隠蔽（PF28）×2
火報（表示盤）　　　　　EM-HP1.2-5P×2　隠蔽（PF28）×2
非常放送（将来対応用）　EM-HP1.2-20P×2　隠蔽（PF28）×2
※ｽﾗﾌﾞｺｱ抜き50φ×2及び区画貫通処理×2
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：150

A3 1：300
非常放送・自火報設備
３号スタンド　１階平面図

E - 17
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



E
RM

A

地下１階平面図

保守員室（ Ｂ）

ＣＶ・ ＣＦ室

電気室ファンルーム機械室休憩室機械室

ロッカールーム 投票センター 集計センター

電話交換機室

廊下

ポンプ室

清掃員控室

５階平面図

パントリー

便所

便所

便所 投票所

廊下

指定席

階段室

施工者室施工者室 施工者室 施工者室

階段室

便所

階段室

便所

倉庫

保守員室（ Ａ）

TEXT

ホール

※A

※A

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理

火報　EM-HP1.2-10P　天井ころがし
火報　EM-HP1.2-5P　天井ころがし

火報（将来対応用）　　　EM-HP1.2-10P×2　隠蔽（PF28）×2
火報（表示盤）　　　　　EM-HP1.2-5P×2　隠蔽（PF28）×2
非常放送（将来対応用）　EM-HP1.2-20P×2　隠蔽（PF28）×2

火報（将来対応用）　　　EM-HP1.2-10P×2　天井ころがし
火報（表示盤）　　　　　EM-HP1.2-5P×2　天井ころがし
非常放送（将来対応用）　EM-HP1.2-20P×2　天井ころがし

壁面

天井面

床面

※A　立ち下げ部

ﾒﾀﾙﾓｰﾙB型

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽB型

火報（表示盤）　　 EM-HP1.2-5P　天井ころがし
非常放送（ERM用）　EM-HP1.2-10P　天井ころがし

1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽB型
及びﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

※A

火報（表示盤）　　 EM-HP1.2-5P　既設ﾗｯｸ内
非常放送（ERM用）　EM-HP1.2-10P　既設ﾗｯｸ内

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理

取り外し再取付
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：150

A3 1：300
非常放送・自火報設備
３号スタンド　Ｂ１・５階平面図

E - 18
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事

事務室

パントリー

サーバー室投票センター



E
RM

エスカレータ

ピット

将来連絡通路

2重スラブ

上部EV1ピット

デッド
スペース

ｱﾗー ﾑ弁

埋戻し

SK

PS

PS PS
PS

へだて壁H300へだて壁H300

埋戻し

埋戻し

埋戻し 埋戻し 埋戻し 埋戻し埋戻し

上部
屋外通路2

上部
屋外スロープ2

上部
ピロティ

上部
ピロティ

DT50×2
RD100×2

OFOF

EV2

階段2

倉庫2
消火

ポンプ室
衛生機械室

ドライエリア

雨水利用槽 雨水利用槽

沈砂槽

給湯
ｺー ﾅー

湧水槽湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽
湧水槽

雨水利用槽
湧水槽

湧水槽

湧水槽
湧水槽 湧水槽

湧水槽湧水槽湧水槽湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

1,
50
0

従業員便所

倉庫1

湧水槽

（ 将来EPS）
上部DPS1

収納

湧水槽

EPS1

湧水槽

湧水槽 湧水槽 湧水槽

資金管理事務室

廊下

※1

Ｓ
Ｐ

Ｄ
※2

ＳＰＤ

EM-HP1. 2-20Px2

EM-HP1. 2-10P

以降E02図参照

火報（系統＋制御）　EM-HP1.2-10P　地中埋設（既設FEP）
火報（表示盤）　　　EM-HP1.2-5P　地中埋設（既設FEP）
非常放送　　　　　　EM-HP1.2-20P×2　地中埋設（既設FEP）
非常放送（ERM用）　 EM-HP1.2-10P　地中埋設（既設FEP）

火報（系統＋制御）　EM-HP1.2-10P　地中埋設（既設ﾗｯｸ内）
火報（表示盤）　　　EM-HP1.2-5P　地中埋設（既設ﾗｯｸ内）
非常放送　　　　　　EM-HP1.2-20P×2　地中埋設（既設ﾗｯｸ内）
非常放送（ERM用）　 EM-HP1.2-10P　地中埋設（既設ﾗｯｸ内）

※1
既設自立型Ｐ型受信機の筺体を再利用し、
中継器盤・ＦＳＢ・表示盤を組込む

※2
筺体再利用、収容物のみ更新

・ 非常業務遠隔操作器　既存改修（ 30回線→80回線）

・ 北門警備室棟アンプより　に回線変更

・ 端子盤にSPD（ 回線数） 追加

・ 上記改修に伴い、誘導灯信号装置設置位置変更→移設

非常放送設備　特記表記

信
号

誘導灯信号装置を移設。
既設配線取り出し部にｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ取付
※ERM改修の設置ｽﾍﾟｰｽ確保のため

信号　EM-HP1.2-5P　露出（MMB）
電源　 EM-EEF1.6-3C　露出（MMA）

ｺｱ抜き32φ及び
区画貫通処理
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　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

A1 1：100

A3 1：200
非常放送・自火報設備
２号スタンド　Ｂ１階平面図

E - 19
浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事



33, 300

4505, 400

UP

450 5, 400 5, 400 5, 400 5, 400 5, 4001, 650

１階平面図

警察警備本部

屋外階段1

階段

ＶＴ Ｒ室

前室

（ 副出入口）

（ 主出入口）

VTR

DN
UP

UP

屋外階段2

ファン相談室

PS

給湯室

廊下２

竪樋（ 設備）

エントランスホール

男子便所 女子便所

SK室

PS・ EPS ▽　EXP. J

手摺

PS

PSPS

ポーチ

キュービクル空調室外機
（ 既存）

前室
VTR

PS

PS

自警本部

PS

PS・ EPS

廊下１ （ 1FL±0）

PS・ EPS

既設端子盤
T-1

以降E02図参照

火報（系統＋制御）EM-HP1.2-10P　天井ころがし
火報（表示盤）　　EM-HP1.2-5P　天井ころがし

ＳＰＤ

※1

※1
既設Ｐ型受信機を撤去し、
ＳＰＤ・中継器盤・ＦＳＢ・表示盤を新設

・ 北門警備室棟アンプより　に回線変更

・ 端子盤にSPD（ 回線数） 追加

非常放送設備　特記表記

区画貫通処理

1,
60
0

5,
40
0

45
0

7,
45
0

B

A

1 2 3 4 75 6

　図面名称 　縮尺　年／月／日

責任者 担当 担当 担当 　JOB CODE 　工事名称 　図面番号

第一建築設計事務所
〒350-1126　埼玉県川越市旭町3-19-3

TEL 049-243-0357　FAX 049-244-5372会社
株式

古川
　一級建築士 大臣登録 第 348040 号　　古川 昇一郎

杉原

202205013

非常放送・自火報設備　
１号スタンド　１階平面図

A1 1：100

A3 1：200
E - 20

浦和競馬場北門警備棟電気・機械設備工事


